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北海道市町村振興協会 2017年6月7日発行

いきいき通信 第１号

公益財団法人 北海道市町村振興協会

060-0004 札幌市中央区北 4条西 6丁目 2番地 北海道自治会館 6階
電話:011-232-0281ホームページ:http://www/do-shinko.or.jp/ Email:k-1@do-shinko.or.jp

いきいき通信の発行に当たり

北海道市町村振興協会では、これまで、毎年７月上旬に「協会案内」及び「協会報」を発

行し、当協会の事業や財務の状況等についてお知らせするとともに、ホームページを通じて

時々の情報を発信してきました。また、年に３回、「政策情報誌 プラクティス」を発行し、

市町村職員の皆さんの政策形成能力向上のために有益と考えられる特集や事例紹介による政

策情報等をお届けしてきました。

平成 29 年度からは、これらに加え協会事業のトピックスや宝くじの販売動向などフレッシ
ュな情報をお知らせする取組として、定期的(２カ月に一度程度)に、「北海道市町村振興協会

からのお知らせ［いきいき通信］を作成し、メールやホームページにより配信することとし

ました。職場内で回覧するなどして、多くの皆さんにご覧いただきますようお願いします。

Topics 協会事業のお知らせ

長期貸付金（5月貸付）
平成 29 年度の長期貸付金の貸付枠は 65 億円としていますが、５月 25 日には、その

うち 41億 1,260万円を 26団体(76事業)に貸し付けました。なお、貸付利率は 15年償還が 0.1
％、20年償還が 0.3％でした。
本年度下期の貸付は平成 30 年３月下旬に行いますが、平成 29 年度地方債に係る当協会資

金要望については、北海道の各(総合)振興局を通じて報告をいただくこととしています。取

りまとめ次第、要望状況等についてお知らせする予定です。

研修支援事業・助成事業の申請等状況
平成 29 年度の「地域づくりセミナー開催支援事業」などの研修支援事業や助成事業につ

いては、市町村から多数の申請をいただきました。

申請市町村に事業内容の確認等をさせていただいた後、５月 25 日に開催した「助成審査
会」で厳正な審査を行い、次のとおり支援事業を決定しました。なお、「いきいきふるさと

推進事業助成金」については、４月中旬に申請を締め切りましたが、６月下旬の助成金審査

会を経て、７月上旬に決定し、お知らせする予定です。

事 業 区 分 申 請 状 況 支援・助成決定額

地域づくりセミナー開催支援事業 75件 19,435千円 69件 17,350千円
市町村職員まちづくり研修会開催支援事業 30件 6,775千円 29件 6,625千円
市町村職員自主調査研究グループ助成金 1件 ,250千円 1 件 ,250千円

研修支援事業の新たな取組
平成 28 年度まで「市町村職員中央研修所」及び「全国市町村国際文化研修所」が実施す

る研修の受講に要する経費の一部を助成してきましたが、本年度から新たに「地方共同法人

日本下水道事業団研修センター」及び「一般財団法人全国建設研修センター」が実施する研修

を追加しました。助成金の申請手続については、平成 30年に入ってからお知らせします。

LINEの「宝くじ」公式アカウントから「クーちゃん」スタンプが無料で入手できますよ！
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研修事業の参加者募集
本年度に実施する市町村職員を対象とした研修事業については、次のとおり参加者を募集

する予定です。

研修事業の区分・概要（実施時期等） 募集人数 募集時期

外国派遣研修
◇実施時期… 9 月 11 日から 21 日（11 日間） ◇研修先…フランス、ド 20 名程度 募集中
イツ、オーストリア ◇研修テーマ…地域振興、社会福祉、環境対策 (6月 9日締切)

道内先進事例研修
◇実施時期… 10月中旬（2泊 3日を予定） ◇研修先…未定 20 名程度 9月以後
◇研修テーマ…未定

道外先進事例研修
◇実施時期… 11月中旬（3泊 4日を予定） ◇研修先…未定 25 名程度 9月以後
◇研修テーマ…未定

北海道･市町村交流職員研修会
◇実施時期 11月 9日（木） ◇研修テーマ…未定（講演２題） － 9月以後
◇対象者…道と市町村等間の研修、相互交流等の経験がある職員

政策情報誌「プラクティス」
「プラクティス」は、市町村職員の皆さんが政策を企画立案するヒントとなる情報や道内

外の先駆的な取組等を紹介する政策情報誌として、平成 21年の創刊以来 23号を数え、好評
をいただいてきました。

本年度は、さらなる充実を目指し、誌面の大幅なリニューアルを行うことなどから２回の

発行を予定しています。新生「プラクティス」にご期待ください。
また、特集や取組事例紹介の取材、情報提供等にご協力をお願いします｡

発行時期 特集テーマ(予定)

第 24号 平成 29年 9月 台風災害から 1年－現場からの教訓(仮題)
第 25号 平成 30年 1月 地域の魅力を売る会社のつくりかた(仮題)

宝くじ情報
もうすぐ

「サマージャンボ宝くじ」

発売期間 ７月18日(火)から８月10日(木)まで
大安は 7/18､7/28､8/3、8/9

一粒万倍日は 7/30､8/2 詳細は６月下旬に

抽せん日 ８月20日(日)
公開になります

平成 29年度のサマージャンボ宝くじ等が発売されます。
１年間に販売されるジャンボ宝くじ(５種)のうち、市町村振興を目的とした宝くじは「サマ

ージャンボ宝くじ(市町村振興宝くじ)」と「ハロウィンジャンボ宝くじ(新市町村振興宝く

じ)」の２種類だけです。

この宝くじの収益金は、都道府県毎の市町村数、人口、販売額に応じて配分され、「市町

村の明るく住みよいまちづくり」に使われます。

多くの皆さんに 道内の宝くじ販売所で お買い求めいただくよう お願いします
お住まいの近くに販売所がない方は、通信販売を利用することもできます。

当協会では７月７日(金)に、通信販売の申込書を兼ねたチラシを、札幌市を除く市町村で、

新聞折込みの方法により配布することにしています｡

今後の主な行事予定

６月 23日(金) 平成 29年度定時評議員会
７月 13日(木) 2017北海道市町村長交流セミナー／交流の夕べ
７月 18日(火) サマージャンボ宝くじ発売（～８月 10日(木)）


